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問題と目的
許し（forgiveness）は、許せない状態からの変化としてプ
ロセス的性質を有し（Enright＆Coyle、1998）、認知・情
動・行動的側面を含む構成概念である。また多くの場合、
情動的・行動的側面は、認知プロセスを媒介すると言われ
ている（Baumeistel・、Exline、＆Sommer、1998）。こ
のように、許しの認知的側面の重要性が指摘されているが、
認知プロセスを詳細に検討した研究は見られない。また文
化差を考慮し、本邦で経験されている許しの基礎的な理解
が必要である。‾‾‾
そこで研究1では、他者を許す際の認知プロセスとその
構造を探索的に検討することを目的とする質的研究を行っ
た。研究2では、研究1で得られた許しの認知プロセスに
基づいて、許す主体である当事者が、許しのプロセスにお
けるどの段階で、どのような心理的援助を求めているかを
探索的に検討することを目的とした。
研究1
1．方法
対象者：他者を許した経験を有する大学生および大学院生
20名（男女各10名；平均年齢22．25歳、盟と2．77歳）。
調査方法：1名あたり50分程度の半構造化面接を実施した。
分析方法：逐語録を分析データとし、分析手法としてグラ
ウンデッド・セオリー・アプローチ（以下、GTA；尤木、
2006）を採用した。分析手順に従い、切片化したデータに
ラベルをつけ、類似概念を統合してカテゴリーを生成した。
さらにカテゴリー同士を関連づけ、許しの認知プロセスを
生成した。
2．結果と考察
分析の結果、許しの認知プロセスを構成する111の概念
から、26のカテゴリーが生成された。さらに、カテゴリー
を包括的に説明しうる6段階（許せない段階、落ち着きを
取り戻す段階、問題を捉えなおす段階、出来事を受け止め
る段階、許したという実感を得る段階、出来事への意味づ
けが変わる段階）が見出された。本プロセスは、問題を捉
えなおす段階を中核とする循環プロセスとして示された。
研究2
1．方法
対象者：研究1の対象者20名のうち、調査協力の承諾を
得た19名（男性9名、女性10名；平均年齢22．47歳、
指導：根建　金男
β江ヒ2．65歳）。
調査内容：臨床経験のある大学院生2名が、研究1で得ら
れた許しの認知プロセスから心理的援助の必要性が高い4
段階（許せない段階、落ち着きを取り戻す段階、問題を捉
えなおす段階、出来事を受け止める段階）を選定した。段
階ごとに「相手を許そうと思って専門家（援助者）に相談
した」と仮定し、以下の7種類の心理的援助がどの程度必
要かを「1：全くしてほしくない」から「7：非常にしてほ
しい」の7段階で評定させた。援助法は、許しの促進をH
的とした介入で有効性が確認されている技法などから、受
容・傾聴・モニタリング・問題解決・リフレーミング・リラク
セーション・損益比較を選定した。
2．結果と考察
段階ごとに、援助法の必要性間で差が見られるかを検討
するため、分散分析を行った。その結果、「許せない段階」
と「落ち着きを取り戻す段階」で援助法間に有意差が見ら
れ、「問題を捉え直す段階」と「出来事を受け止める段階」
では有意差が見られなかった。そこで、「許せない段階」と
「落ち着きを取り戻す段階」に関してLSD法による多重
比較を行った。その結果、「許せない段階」では、傾聴と受
容、「落ち着きを取り戻す段階」では、傾聴に加え、自身の
状況や気持ちの客観的な見直し（モニタリング）を求めて
いることが示された。一方、有意差が見られなかった「問
題を捉えなおす段階」と「出来事を受け止める段階」では、
傾聴や受容だけでなく、問題に対処するための具体的な援
助をも求めている可能性が示唆された。以上より、許しの
認知プロセスの段階ごとに、当事者が必要と感じる援助の
内容が異なることが明らかとなった。
総合考察
本研究によって、今後許しの促進を目的とした介入方法
を検討する上で、許せないことで悩む者が許しの認知プロ
セスのどの段階に位置しているかを見極め、その状態に応
じた効果的な介入を目指す必要性が示された。
GTAにより得られた理論は、領域限定型の理論（曳木、
2006）であり、本研究結果は「一般的な大学生および大学院
生における許しの認知プロセス」としての説明力を有するも
のである。したがって、本プロセスを基に実験的検討を行い、
許せないことで悩む者を対象とした介入に直接的に役立つ実
証的な研究結果を提供する必要があると考えられる。
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